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２２ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
㉔ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
起
き
て
い
る
労
働
問
題
と
そ
の
法
的
対
応

　

「
雇
い
止
め
編
」
「
休
業
補
償
編
」

３３ 

論
壇
「
首
都
大
学
東
京
（
東
京
都
立
大
学
）
の

                           

全
員
任
期
制
廃
止
」

　
　

 

首
都
大
学
東
京
労
働
組
合
書
記
長
　

小
林 

喜
平

３３ 

緊
急
全
国
情
報
交
流
ウ
ェ
ブ
集
会
開
催
報
告

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

富
山
大
学

　

「
歳
寒
の
松
柏
」

� 

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

　

「
こ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
！

               

教
職
員
＝
ワ
ン
チ
ー
ム
！
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　

こ
れ
は
、
４
月
30
日
付
け
で

提
出
し
て
い
た
全
大
教
か
ら
の

教
育
機
能
発
揮
を
求
め
る
要
望

書
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。
全

大
教
か
ら
は
鳥
畑
委
員
長
、
長

山
副
委
員
長
が
、
国
大
協
か
ら

は
山
口
専
務
理
事
、
戸
渡
常
務

理
事
を
含
む
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
大
教
か
ら
、
４
月
30
日
付

要
望
書
の
概
要
を
説
明
し
な
が

ら
学
生
支
援
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　

家
計
が
急
変
し
た
学
生
へ
の

対
応
と
し
て
、
学
費
納
入
期
限

の
猶
予
や
奨
学
金
活
用
に
つ
い

て
、
学
生
に
不
利
益
が
発
生
し

な
い
よ
う
周
知
・
徹
底
を
行
う

こ
と
や
、
授
業
料
減
免
、
奨
学

金
の
給
付
、
緊
急
貸
付
等
を
求

　

北
海
道
地
区
協
議
会
は
、
北

海
道
私
大
教
連
と
共
同
で
５
月

13
日
に
北
海
道
知
事
お
よ
び
北

海
道
議
会
へ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
に
関
し
て
要
望
書
を
連

名
で
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、「
感
染
拡
大
の

防
止
と
学
生
の
生
命
を
守
る
た

め
、
速
や
か
な
検
査
と
医
療
体

制
」「
今
年
４
月
か
ら
の
新
就
学

支
援
の
適
用
緩
和
を
国
に
求
め

る
こ
と
と
北
海
道
独
自
の
学
生

の
生
活
・
就
学
支
援
」「
学
費
、

入
学
金
の
納
付
困
難
者
へ
の
臨

時
給
付
金
や
無
利
子
の
貸
付
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
へ
対
応
す

る
た
め
の
機
器
、
通
信
費
な
ど

の
学
生
支
援
」「
就
職
内
定
の
取

り
消
し
、
雇
用
削
減
を
行
わ
な

い
よ
う
業
界
へ
の
指
導
」「
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
へ
雇
用
助
成
金
の

活
用
と
休
業
手
当
の
支
払
い
を

業
界
に
指
導
」
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
の
私
大
は
札
幌
周

辺
に
多
い
た
め
道
内
各
地
か
ら

離
れ
て
暮
ら
す
学
生
も
多
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
と
自
粛
要
請
が
学
生
生
活

に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
５
月
７
日
に
国
大
協
役

員
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
の
意
見
交
換
を
も
ち
ま
し
た
。

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
地
区
の
国
立

大
に
は
道
外
か
ら
も
多
く
の
学

生
が
入
学
し
て
い
ま
す
（
北
海

道
大
学
は
半
数
以
上
）。
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
移
動
自
粛
で

一
時
的
に
地
元
へ
戻
る
こ
と
も

出
来
な
い
状
況
の
な
か
、
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
の
激
減
は
学
生
生

活
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
北
海
道
地
区

協
議
会
は
北
海
道
私
大
教
連
と

「
働
き
方
改
革
に
関
連
し
て
教

員
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
の
考

え
方
」
や
「
北
大
総
長
解
任
問

題
」
に
つ
い
て
情
報
交
流
と
学

習
会
を
開
催
し
た
り
、
互
い
の

署
名
運
動
な
ど
で
共
同
し
て
き

ま
し
た
。

　

私
大
と
は
置
か
れ
て
い
る
環

境
は
違
い
ま
す
が
、
学
生
の
就

学
支
援
に
関
し
て
は
国
立
と
私

立
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
共
同
で
き
る
事
は
互

い
に
呼
び
か
け
を
行
い
、
大
学

を
守
る
取
り
組
み
で
引
き
続
き

共
同
し
て
い
き
ま
す
。

（
北
海
道
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 　

宮
本 

政
明
）

北海道地区協議会と私大教連との学習会(１月３１日）

北海道地区協議会 要望書提出 （５月１３日）

 北海道知事および
 北海道議会へ、 新型

 コロナウィルスに関して

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
４

月
30
日
と
５
月
25
日
に
文
部
科
学
省

へ
要
望
書
を
提
出
し
、
５
月
28
日
に

会
見
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

２
度
（
２
月
と
３
月
）
に
渡
り
要
望

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
政
府
の

補
正
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
こ
の
間

の
状
況
を
踏
ま
え
て
特
段
の
財
政
支

援
を
要
望
し
ま
し
た
。

■
診
療
従
事
者
へ
の
支
援

　

充
分
な
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
予
算
措
置
を
要
望
。

■
学
生
へ
の
支
援

　

対
象
者
と
支
給
額
を
よ
り
拡
大
し

た
、
継
続
的
な
給
付
金
支
給
、
授
業

料
等
減
免
等
の
経
済
的
支
援
を
要

望
。

■
遠
隔
授
業
へ
の
支
援

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
専
門
的
知
識
を

も
つ
人
員
の
配
置
、
学
生
の
環
境
整

備
の
た
め
の
予
算
措
置
を
要
望
。

■
大
学
病
院
運
営
へ
の
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
り
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
大
学
病
院
へ
の
緊

急
の
予
算
措
置
を
要
望
。

■
大
学
運
営
全
体
へ
の
支
援　

　

在
宅
に
よ
る
授
業
や
研
究
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
整
備
の
た
め
の

予
算
措
置
、
本
格
再
開
へ
む
け
て
の

感
染
拡
大
防
止
策
や
こ
れ
ま
で
よ
り

充
実
し
た
教
育
研
究
体
制
の
た
め
の

予
算
措
置
を
要
望
。

■
教
職
員
の

　
　

  

労
働
環
境
へ
の
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
伴
う
業

務
負
荷
へ
の
手
当
や
人
員
増
、

引
き
続
き
使
命
感
を
も
っ
て
業

務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
労

働
条
件
の
確
保
を
要
望
。

　

文
部
科
学
省
は
、
こ
の
間
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
全
大
教
か
ら
の
要
望
を
受

け
止
め
、
引
き
続
き
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
く
旨
、
回
答
し
ま

し
た
。    （
書
記
長　

永
井 

信
）

■
学
生
の
支
援
を
■

め
ま
し
た
。
国
大
協
も
、
学
生

支
援
は
最
重
要
の
課
題
と
認
識

し
て
い
る
と
し
て
、
４
月
24
日

に
、
理
事
会
で
各
法
人
の
状
況

を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、
関
係

省
庁
等
に
学
生
支
援
を
含
む
要

望
書
の
提
出
を
行
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
、ま
た
今
後
も
公
大
協
、

私
大
団
体
と
と
も
に
文
部
科
学

省
に
支
援
を
求
め
る
方
針
を
し

め
し
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
実
際
に
学

生
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
例

え
ば
大
学
の
相
談
窓
口
が
は
っ

き
り
せ
ず
困
窮
の
状
況
を
訴
え

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
実
習
室
や
図
書
館
な
ど
の

居
場
所
や
学
習
の
場
所
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、

教
職
員
の
安
全
確
保
を
前
提
と

し
な
が
ら
学
生
へ
の
不
安
へ
の

対
応
の
充
実
等
の
各
法
人
で
の

取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
、
対
面
型
の
授
業

が
難
し
い
状
況
の
も
と
で
充
実
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行
え
る
環

境
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
対
面
授
業
を
行
う

場
合
の
安
全
対
策
や
、
図
書
館
等

の
学
び
の
場
の
確
保
を
も
と
め
ま

し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
要
望
書
と
全

大
教
が
各
加
盟
組
合
に
配
布
し
た

コ
ロ
ナ
対
策
取
り
組
み
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
国
大
協
各

会
員
大
学
に
伝
え
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
大
協

は
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
は
会
員

校
に
伝
え
る
と
し
て
、
周
知
を
約

束
し
ま
し
た
。

　
　

 （
副
委
員
長　

長
山 

泰
秀
）

■
コ
ロ
ナ
状
況
下
で
も

 　

教
育
機
能
の
発
揮
を
■

■
全
大
教
の
要
望
を

　

各
法
人
に
伝
え
る
こ
と

 　
　
　
　
　
　

を
約
束
■


